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濃縮度試験結果報告書（水暴露法、簡易水暴露法）

１．一般的事項
	新規化学物質等の名称
(IUPAC命名法による)
	


	
別　　　　 　　　 名
	


	
ＣＡＳ番号
	


	
構造式又は示性式

（いずれも不明の場合

は、その製法の概要）
	






	
分子量
	


	
試験に供した新規
化学物質の純度（％）
	



	
試験に供した新規
化学物質のロット番号
	



	
不純物の名称
及び含有率
	



	
蒸気圧
	


	
対水溶解度
又は対試験水溶解度
	                                    (測定法：　　　　　　　　　　　　　)


	
1-ｵｸﾀﾉｰﾙ/水分配係数
	


	
融　　　　　　　　点
	


	
沸　　　　　　　　点
	


	
常温における性状
	


	
安定性
	


	
溶媒に対する溶解度等


	
溶媒
	
溶解度
	
溶媒中の安定性

	
	

	

	


	
	
	
	


［備　考］
１．物理化学的性状は、可能な限り記入すること。
　２．「蒸気圧」の欄には、被験物質の蒸気圧を記入すること。
　３．「安定性」の欄には、温度、光等に対する安定性を記入すること。
　４．「溶媒に対する溶解度等」の欄には、被験物質の溶媒に対する溶解度及びその溶媒中での安定性を記入すること。
　５．「対水溶解度又は対試験水溶解度」の欄にその測定法を記入すること。また、１濃度区での水暴露法を適用する場合には、対試験水溶解度報告書を、簡易水暴露法を適用する場合には、対水溶解度報告書をそれぞれ添付すること。

２．急性毒性試験
	
供試魚（学名）
	


	
ＬＣ50又はＮＯＥＣ
	
ＬＣ50（　　　ｈｒ）・ＮＯＥＣ

	
	


	
助剤の使用
	
有          ・  　　    無

	

助剤を使用した場合の名称
及び濃度



	
名　　　　称
	
濃度（ｍg/L）

	
	

	


	
	


	



	
	
	


［備　考］
１．ＬＣ50又はＮＯＥＣのいずれかにまるを付し、その値を記入すること。


３．試験方法
	
試験方法
	


	
供試魚（学名）

	



	
脂質含量
　　（％）
	取込期間開始時：
取込期間終了時：
排泄期間終了時（実施した場合）：

	
魚体重（ｇ）

	取込期間開始時：
取込期間終了時：
排泄期間終了時（実施した場合）：

	
被験物質設定濃度
　　(mg/L)

	
第一濃度区
	


	
	
第二濃度区
	


	
助剤の使用
	
有          ・  　　    無

	
助剤を使用した場合の名称
及び濃度






	
名　　　称
	
濃　度 (μg/L)

	
	


	第一濃度区：


	
	
	第二濃度区：


	
	



	第一濃度区：


	
	
	第二濃度区：


	
	
	


［備　考］
１．「試験方法」の欄には、用いた試験の種類（水暴露法・簡易水暴露法）を記入すること。
２．１濃度区での水暴露法及び簡易水暴露法を適用する場合には、第二濃度区の欄に斜線を引くこと。

４．試験結果
(1)濃縮度試験の結果表
	

	
取込期間
	
  　　　日
	
    　　日
	
　 　　 日
	
        日
	
　      日

	

第一濃度区

	
水中の被験物質濃度(単位)
	

	

	

	

	


	
	
魚体中の被験物質濃度(単位)
	

	

	

	

	


	
	
ＢＣＦ
	
	
	
	
	

	

第二濃度区

	
水中の被験物質濃度(単位)
	

	

	

	

	


	
	
魚体中の被験物質濃度(単位)
	
	
	
	
	

	
	
ＢＣＦ
	
	
	
	
	


［備　考］
１濃度区での水暴露法及び簡易水暴露法を適用する場合には、該当しない欄に斜線を引くこと。

(2)定常状態又は速度論によるＢＣＦ
	


	
濃　　縮　　倍　　率

	
	
第　一　濃　度　区
	
第　二　濃　度　区

	
水暴露法
	
BCFSS　･　BCF
	

	


	
	
   BCFSSL
	
	

	
	
   BCFK
	
	

	
	
   BCFKg
	
	

	
	
   BCFKL
	
	

	
	
   BCFKgL
	
	

	簡易水暴露法
	
minimised BCFSS
	
	

	
	
   BCFKm
	
	

	
定常状態の確認方法
	
個別分析・まとめて分析
	
個別分析・まとめて分析


［備　考］
１．定常状態の確認方法として、魚体分析は、個別分析又はまとめて分析のいずれかにまるを付すこと。
２．BCFSS・BCFのほか、BCFSSL、BCFK、BCFKg、BCFKL、BCFKgLの値がある場合は記入すること。
３．適用した試験方法を踏まえ、該当しない欄に斜線を引くこと。


　(3)部位別のＢＣＦ及び半減期
	
部　　　位
	
第　一　濃　度　区
	
第　二　濃　度　区

	
頭　　　部
	
	

	
内　　　臓
	
	

	
外　　　皮
	
	

	
可　食　部
	

	


	

	
	
第　一　濃　度　区
	
第　二　濃　度　区

	排泄試験における半減期（日）
	
	


［備　考］
ＢＣＦが1,000倍以上かつ5,000倍未満の場合は、(2)定常状態又は速度論によるＢＣＦと併せて、必ず部位別のＢＣＦ及び排泄試験における半減期も記入すること。


５．試験水及び魚体分析方法
(1)試験水及び魚体分析フロー（手順について簡潔に記載してください。）
	












	



(2)使用した分析機器の種類とその条件
	










	




６．回収率（平均値）
	
水からの回収率
	
 （％）
	


	
魚体からの回収率
	
 （％）
	


	
	
	




７．考察
	
＊可能な限り、本試験結果の考察（本被験物質の蓄積性について）を記載してください。

	
















	




８．その他
	

試験実施施設


	
 名　　称
	


	
	
 所 在 地

	
                                                電話　 　（　）
                                                 FAX 　  （　）

	
試験責任者  


	
職氏名 
	
                                                                  

	
	
経験年数
	


	
試験番号
	


	
試験期間

	
         　　 年　　　月　　　日　 から　　　　 年　　　月　　　日　まで


	
	


［備　考］
  １．本様式への記載は、最終報告書より転記して作成すること。
　２．最終報告書と同じ試験番号を記入すること。
  ３．本様式の作成責任者は、本様式の欄外に、所属及び氏名を記載すること。






